




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本発逮心理# (2001) 特集:発達^理学をどう 
教えるか(3) 一心理学専攻外の学生を対象とし 
てーニューズレター第34号| 4-13
西浦和樹•松原勝敏(2004)研究授業「発達心理学IJ 
の実施：髙松大学紀要,42,139-156
佐藤公代(2007)大学教育における•学習過程と 
学生の発達過程の関連(10) 一「教育心理学特講」 
(生涯発達心理学)の集中授笼の授®!平価につい 
て一:愛媛大学教育実換8合セン？一紀要,25,117 
-122
くピアスーパーバイザーのコメント>
受講生とは距雕のある資料中の寧例を読んでもらうの 
ではなく、実®できる存在である同じ受講生の体験を 
生の言葉で聞いてもらうことは、聞く者に非常に強V、 
印象を与えるでしょう。その後学問的な見地からその 
発表内容を分析し、提言をするという方法は、生々し 
い現実の事象から、抽象的な学問的理解に導き入れる 
課程において、印象が強いが故に興味も理解への意欲 
も增すと思われます。
受講生に授業に意欲的、積極的に参加してもらうの 
［こ大いに効果を期待できる方法を示唆して下さってい 
ます。
また、小,中、髙課程における生徒と先生の関わり 
合V、を個人の具体的な体験を通して知ることができ、 
短期大学においても、学生に串なる受講者として対応 
するのではなく,全人格的に関わることの重要性をさ 
らに強く意識します,
(担当：家政学科吉田加代子)
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